
はじめに 
 
Cachéを従来のMUMPS処理系と比較した時の大きなメリットは、他のMUMPS
上のグローバル等を Caché に移行した後、そのグローバルに対して SQL で参照

したり、オブジェクトアクセスを行うことができる点です。但し、その恩恵を

得るためには、若干の設定（ストレージマッピング）が必要です。 ここでは、

2 種類の設定方法を紹介します。１つは、スタジオに付属するストレージエディ

タを利用する方法、もうひとつは、ストレージマッピング定義を直接 XML 表現

で記述する方法です。 前者は、GUI による直感的な操作でわかりやすいです

が、大量のマッピングを定義する際には、GUI 操作を繰り返す必要があり、煩

雑になります。 一方、後者は、構造を鳥瞰的に理解するのは難しく、記述ミ

スも起こりやすいですが、同様の定義を連続して行なう場合には、効率良く定

義を行なうことが可能です。最初の定義は、前者の方法で行い、あとの繰り返

しは、後者の方法を組み合わせるという方法が考えられます。  



1. Caché スタジオストレージエディタを利用したマッピング定義方法 
 
 単純な構造のマッピング 

 
以下のようなグローバルをマッピングします。 
^KION(地域,日付)=”朝の気温^昼の気温^夜の気温” 
ex) ^KION("大阪",59311)="19^25^21" 

^KION("東京",59312)="16^24^20" 
 

クラス定義 
まず普通に Caché スタジオでクラス定義します。 
クラス名(User.Kion) 
 

 
 

プロパティの定義 
次に必要なプロパティを定義します。 
プロパティ名をそれぞれ 
Area,Kdate,Morning,Afternoon,Night（地域、日付、朝の気温、昼の気温、夜の気温） 
とします。 



Property Area As %String [ SqlFieldName = 地域 ]; 
Property Kdate As %Date [ SqlFieldName = 日付 ]; 
Property Morning As %Integer [ SqlFieldName = 朝の気温 ]; 
Property Afternoon As %Integer [ SqlFieldName = 昼の気温 ]; 
Property Night As %Integer [ SqlFieldName = 夜の気温 ]; 
 

 
 
 
各プロパティのデータタイプを選択します。 
 



 
 
次に SQL カラム名に日本語を付けるために SQL フィールド名に入力します、 

 
 

インデックスの定義 
地域＋日付データでデータが一意に決定するように、インデックス定義が必要です。 
Index KionIndex On (Area, Kdate) [ IdKey, Unique ]; 



 
 

 
 

Storage の定義 
次に Storage を設定します。メニューのクラス→追加→新規ストレージから新規ストレー

ジウィザードを起動してください。 
任意の名前を入力し、CacheSQL ストレージを選択してください。 



 
 
まずインスペクタウィンドウから今作成した Storage を選択します。 
 

 
 
次に SQL storage map を選択します。 



 
 
SQL storage 設定ウィンドウが起動します。 
 

 

 
次にストレージマッピングを定義していきます。追加ボタンを押して基本情報（マップ名、

マップタイプ、グローバル名、ノード構造）を定義します。 
マップ名：任意  マップタイプ：data 



グローバル名：^KION 
 

 

 
 
次に各項目（データ , サブスクリプト , RowID,）を定義していきます。 
 
・データ 

 

 
・サブスクリプト 



 

 
・RowID 

 
 
コンパイルを実行します。 
 

データの確認 

 
・ システム管理ポータルから参照（データ管理->SQL） 
 
データ管理から SQL を選択し、SQL 操作の画面で、左側からネームスペースを選択。 



SQL 操作の SQL 文の実行を選択 
 
まずテストデータの入力を行うために、SQL 文でデータをインサートします。 
 

 

 
SQL 文の入力 
INSERT INTO SQLUser.KION (地域,日付,朝の気温,昼の気温,夜の気温) VALUES (‘大
阪’,’05/01/2008’,19,25,21) 
 
表示： を Display Mode にします。 
 
クエリの実行ボタンを押します。 
 
同様に以下の SQL 文を入力して、クエリの実行ボタンを押します。 
 
INSERT INTO SQLUser.KION (地域,日付,朝の気温,昼の気温,夜の気温) VALUES (‘神奈

川’,’05/20/2008’,16,24,20) 
 



次に SQL 文で内容が登録されているか確認します。 
 
Select * from SQLUser.KION 
 

 

 
 
・ Cache ObjectScript から追加 
 
今度は、テストデータをオブジェクトのインタフェースを使って、登録して、SQL 文で見

ることができることを確認してみます。 
 
USER>S kion=##class(User.KION).%New() 
  
USER>s kion.Area="京都",kion.Kdate=$P($H,",",1),kion.Morning=20,kion.Afternoon=2 
7,kion.Night=18 
  
USER>s sts= kion.%Save() 
 



・ システム管理ポータルから再度参照 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  インデックスをもつ複数の既存グローバルを SQL テーブルにマッピングする方法 

 
以下のようなグローバルをマッピングします。 
データ 
^PD(患者 ID,”Address”)=住所^郵便番号 
^PD (患者 ID,”Visits”,VisitDate,VisitTime)=症状^費用 
インデックス 
^PI (名前, 患者 ID)=”” 
ex) 
^PD(“012-3434”)=”山田太郎^39873^03-xxxx-xxxx~090-xxxx-xxxx^InterSystems” 
^PD(“012-3434”,”Address”)= “東京都新宿区^160-xxxx” 
^PD(“012-3434”,”Visits”,58809,43200)=”風邪^2000” 
^PD(“012-3434”,”Visits”,58909,43300)=”骨折^5000” 
^PI(“山田太郎”, “012-3434”)=”” 
 

クラス設計 

 
ある患者は複数の電話番号を持ち、複数の病歴を持つ。 
患者情報を削除した場合、すべての情報が削除される。 
 
患者クラス 

- 患者 ID 
- 名前 
- 生年月日 
- 住所  
- 郵便番号 
- 会社 
- 電話  -(親子関係)-  電話番号クラス 
- 病歴  -(親子関係)-  病歴クラス 

 
 

Patient クラスを作成 

 



 

 
PID はインデックスとなるので、インデックス定義を追加 
Index PIDIndex On PID [ IdKey, PrimaryKey, Unique ]; 
 
新規 Storage を作成する。「CacheSQL ストレージ」を選択。 
Inspector から SQL Storage 設定画面を起動する。 
 



 
 
マップ名： PatientMap(任意。スペースは NG) 
マップタイプ：data 
グローバル名：^PD 
 
・ データ 

 

 
 
 
・ サブスクリプト 



 
 
・ RowID 

 
 
インデックスのマッピングも作成 
 



 
- 充填タイプ： full を選択 

 
・ サブスクリプト 

 

 
・ RowID 



 
 
Patient クラスをコンパイルする。 
 

PhoneList クラスを作成 

 
Hostpital.PhoneList クラスを作成。 
新規プロパティ PatientRef を追加し、RelationShip を定義する 

 



 
 

 
 
PhoneNumbers はリストに存在しないので、ここで手入力する 
 



 
 
・ プロパティ Phone, Counter を追加。Counter プロパティは埋め込まれている電話番号

の位置を特定するカウンタ。 
 
Property Counter As %Integer [ SqlFieldName = カウンタ ]; 
Property Phone As %String [ SqlFieldName = 電話番号 ]; 
 
Counter が Index となるので、インデックスの定義も追加する。 
Index PhoneIndex On Counter [ IdKey, PrimaryKey, Unique ]; 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



・ 新規ストレージ PhoneStorage を追加し、変更する 

 
 
・サブスクリプト 

 

 
{Hospital.Patient.患者 ID}はリストには存在しないので、直接入力 
 
・サブスクリプト Level2,3 ではアクセスタイプ、デリミタをそれぞれ設定する 
L2 



 
 
アクセスタイプ：Piece 
デリミタ：“^” 
 
L3 

 

 
アクセスタイプ：Piece 
デリミタ：“~” 
 
 



・ RowID 

 
 
・ Data 

 
 
「電話番号」とだけ追加。他の設定は必要ありません。 
 
クラス PhoneList をコンパイル 



 
 

Visit クラスを作成 
Hostpital. Visit クラスを作成。 
先ほどと同様に新規プロパティ PatientRef を追加し、RelationShip を定義する 
 



 
 
Visits はリストに存在しないので、ここで手入力する 
 
それ以外のプロパティは 
Property Payment As %Currency [ SqlFieldName = 費用 ]; 
Property Symptom As %String [ SqlFieldName = 症状 ]; 
Property VisitDate As %Date [ SqlFieldName = 受診日 ]; 
Property VisitTime As %Time [ SqlFieldName = 受診時間 ]; 
 
VisitDate,VisitTime に対するインデックスの定義を追加する。 
Index VisitIndex On (VisitDate, VisitTime) [ IdKey, PrimaryKey, Unique ]; 
 
・ 新規ストレージ、VisitStorage を作成し、変更する 



 
・ サブスクリプト 

 

・ RowID 



 
・ データ 

 
 
クラス Visit をコンパイル 



 



ストレージ XML 定義を直接編集する方法 

 
編集ペインに以下の様なストレージ定義が XML 形式で表示されます。 
 

 
 
この XML 定義をスタジオのペイン上で編集することも可能ですし、クラス定義を XML フ

ァイルとしてエクスポートし、他のエディタで編集することも可能です。 


